
平成２７年度 アサガオ被害調査
結果報告

埼玉県環境科学国際センター
自然環境担当



1) ７６の有効調査地点のうち、７５地点で、アサ
ガオの葉に可視障害が発現した。

2) 被害葉率（被害葉の数÷現存葉の数×１００）
の有効調査地点平均値： ４５．４ ％

→ 埼玉県はオゾンによるアサガオの被害が発

生しやすく、各調査地点では、平均して、出現
した葉の４割を超える葉に被害が発現したこと
を示している。

アサガオ被害調査－平成２７年度結果－



3) 被害面積率（累積葉被害面積率÷現存葉数）
の有効調査地点平均値： ２２．９ ％

→ 各調査地点では、出現した葉1枚あたりにおし

なべて換算すると、葉の面積の２割を超える
面積にオゾン被害が発現したことを示している。

4) 平均被害面積率（累積葉被害面積率÷被害
葉数）の有効調査地点平均値： ４９．０ ％

→ 各調査地点でオゾン被害が発現した葉では、

葉の面積の５割近くの面積に被害が発現した
ことを示している。

アサガオ被害調査－平成２７年度結果－



5) 埼玉県における光化学オキシダント（オゾ
ン）濃度常時監視測定点（５６地点）の７月
の全地点平均値

＊日平均オキシダント濃度の月平均値
： ３０．５ ppb

＊日最高オキシダント濃度の月平均値
： ６７．５ ppb

アサガオ被害調査－平成２７年度結果－

注） 累積葉被害面積率： 各葉位で目視により測定された
葉被害面積率を全て積算した値。



アサガオの被害葉率と日最高オキシダント濃度の
月平均値（平成２７年7月）の県内分布
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アサガオの被害面積率と日最高オキシダント濃度の
月平均値（平成２７年7月）の県内分布
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＊被害面積率の有効調査地点平均値：
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アサガオの平均被害面積率と日最高オキシダント濃度の
月平均値（平成２７年7月）の県内分布
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＊平均被害面積率の有効調査地点
平均値： ４９．０％



平成１７年から１１か年実施された
アサガオ被害調査の結果
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